
山
梨
県
公
報
　
　
第
百
八
十
七
号
　
　
令
和
三
年
五
月
六
日

毎
週
二
回
発
行
月
曜
日
木
曜
日
　
定
価（
消
費
税
込
）一
箇
年
　
一
七
、六
〇
〇
円
（
郵
送
料
を
含
む
。）

二
二
一

山
梨
県
公
報

第
百
八
十
七
号

令
和
三
年

五
月
六
日

木　曜　日

目

次

告

示

○
包
括
外
部
監
査
契
約
の
締
結	

二
二
一

○
道
路
の
区
域
変
更	

二
二
一

訓

令

○
山
梨
県
環
境
保
全
推
進
本
部
規
程
の
一
部
を
改
正
す
る
訓
令	

二
二
一

公

告

○
特
定
非
営
利
活
動
法
人
の
設
立
の
認
証
申
請	

二
二
二

○
基
本
測
量
の
終
了	

二
二
二

○
開
発
行
為
に
関
す
る
工
事
の
完
了
に
つ
い
て	

二
二
二

選
挙
管
理
委
員
会

○
政
治
団
体
の
名
称
等
の
届
出	

二
二
三

教
育
委
員
会

○
使
用
料
の
収
納
事
務
の
委
託	

二
二
五

公
安
委
員
会

○
運
転
免
許
取
得
者
教
育
の
認
定	

二
二
五

そ

の

他

○
あ
っ
せ
ん
員
候
補
者
の
告
示	
二
二
五

告　
　
　

示

山
梨
県
告
示
第
百
四
十
二
号

地
方
自
治
法
（
昭
和
二
十
二
年
法
律
第
六
十
七
号
）
第
二
百
五
十
二
条
の
三
十
六
第
一
項
の
規
定
に

よ
り
、
次
の
と
お
り
包
括
外
部
監
査
契
約
を
締
結
し
た
。

令
和
三
年
五
月
六
日

山
梨
県
知
事　
　

長　
　

崎　
　

幸
太
郎

一　

包
括
外
部
監
査
契
約
の
期
間
の
始
期　

令
和
三
年
四
月
一
日

二　

包
括
外
部
監
査
契
約
を
締
結
し
た
者
に
支
払
う
べ
き
監
査
に
要
す
る
費
用
の
額
の
算
定
方
法　

基

本
費
用
の
額
並
び
に
執
務
費
用
及
び
実
費
の
額
の
合
算

三　

包
括
外
部
監
査
契
約
を
締
結
し
た
者
の
氏
名
及
び
住
所　

田
中
佑
幸　

山
梨
県
南
ア
ル
プ
ス
市
飯

野
四　

包
括
外
部
監
査
契
約
を
締
結
し
た
者
に
支
払
う
べ
き
監
査
に
要
す
る
費
用
の
支
払
方
法　

監
査
の

結
果
に
関
す
る
報
告
の
提
出
後
の
一
括
払
い
及
び
必
要
に
応
じ
て
行
う
前
金
払
い

山
梨
県
告
示
第
百
四
十
三
号

道
路
法
（
昭
和
二
十
七
年
法
律
第
百
八
十
号
）
第
十
八
条
第
一
項
の
規
定
に
よ
り
、
次
の
と
お
り
道

路
の
区
域
を
変
更
す
る
。
そ
の
関
係
図
面
は
、
山
梨
県
県
土
整
備
部
道
路
管
理
課
及
び
中
北
建
設
事
務

所
峡
北
支
所
に
お
い
て
、
こ
の
告
示
の
日
か
ら
令
和
三
年
五
月
二
十
七
日
ま
で
一
般
の
縦
覧
に
供
す

る
。

令
和
三
年
五
月
六
日

山
梨
県
知
事　
　

長　
　

崎　
　

幸
太
郎

一　

道
路
の
種
類　

県
道

二　

路
線
名　

横
手
日
野
春
停
車
場
線

三　

道
路
の
区
域

区
間

旧
新

の
別

敷
地
の
幅
員

（
メ
ー
ト
ル
）

延
長

（
メ
ー
ト
ル
）

北
杜
市
白
州
町
横
手
字
下
川
原
三
九
番
一
地
先
か

ら北
杜
市
武
川
町
柳
澤
字
川
原
二
二
二
〇
番
一
地
先

ま
で

旧

五
・
二
～

　
　
　
一
三
・
五
　

五
六
六
・
〇

新

五
・
二
～

　
　
　
一
三
・
五
　

五
六
六
・
〇

八
・
七
～

　
　
　

六
八
・
七
　

六
七
三
・
〇

訓　
　
　

令

山
梨
県
訓
令
甲
第
十
四
号

本　
　
　
　
　
　
　
　

庁



山
梨
県
公
報
　
　
第
百
八
十
七
号
　
　
令
和
三
年
五
月
六
日

二
二
二

2　

代
表
者
の
氏
名　

井
上
能
孝

3　

主
た
る
事
務
所
の
所
在
地　

山
梨
県
北
杜
市
高
根
町
長
沢
二
千
百
四
十
一
番
地

4　

定
款
に
記
載
さ
れ
た
目
的　

こ
の
法
人
は
障
が
い
や
生
活
環
境
の
影
響
に
よ
り
生
き
づ
ら
さ
を

抱
え
る
人
や
、
新
し
く
農
林
業
を
志
す
人
に
対
し
て
、
「
農
」
と
「
自
然
」
の
力
を
活
用
し
、
社

会
と
の
繋
が
り
や
活
躍
の
場
の
提
供
と
自
然
環
境
の
保
全
に
関
す
る
事
業
を
行
い
、
誰
し
も
が
挑

戦
の
機
会
を
与
え
ら
れ
、
誰
し
も
が
輝
け
る
地
域
社
会
の
構
築
に
寄
与
す
る
事
を
目
的
と
す
る
。

三　

縦
覧
期
間　

令
和
三
年
四
月
二
十
六
日
か
ら
同
年
五
月
二
十
六
日
ま
で

◉　

基
本
測
量
の
終
了

測
量
法
（
昭
和
二
十
四
年
法
律
第
百
八
十
八
号
）
第
十
四
条
第
二
項
の
規
定
に
よ
り
国
土
地
理
院
の

長
か
ら
次
の
と
お
り
基
本
測
量
の
実
施
を
終
わ
っ
た
旨
の
通
知
を
受
け
た
の
で
、
同
条
第
三
項
の
規
定

に
よ
り
公
示
す
る
。

令
和
三
年
五
月
六
日

山
梨
県
知
事　
　

長　
　

崎　
　

幸
太
郎

一　

測
量
の
種
類　

基
本
測
量
（
電
子
国
土
基
本
図
（
地
図
情
報
）
修
正
、
国
土
広
域
情
報
修
正
）

二　

測
量
の
地
域　

山
梨
県
全
域

三　

測
量
の
期
間　

令
和
二
年
四
月
一
日
か
ら
令
和
三
年
三
月
三
十
一
日
ま
で

◉　

開
発
行
為
に
関
す
る
工
事
の
完
了
に
つ
い
て

都
市
計
画
法
（
昭
和
四
十
三
年
法
律
第
百
号
）
第
二
十
九
条
第
一
項
の
許
可
に
係
る
次
の
開
発
行
為

に
関
す
る
工
事
は
、
完
了
し
た
。

令
和
三
年
五
月
六
日

山
梨
県
知
事　
　

長　
　

崎　
　

幸
太
郎

一　

開
発
区
域
（
工
区
）
に
含
ま
れ
る
地
域
の
名
称　

南
都
留
郡
富
士
河
口
湖
町
船
津
字
上
ノ
段
三
千

七
百
三
十
九
番
の
一
部
、
三
千
七
百
四
十
番
の
一
部
、
三
千
七
百
四
十
四
番
一
の
一
部
、
三
千
七
百

四
十
四
番
三
の
一
部
、
三
千
七
百
四
十
五
番
、
三
千
七
百
四
十
六
番
の
一
部
、
三
千
七
百
四
十
八
番

二
の
一
部
、
三
千
七
百
五
十
五
番
の
一
部
、
三
千
七
百
五
十
六
番
一
、
三
千
七
百
五
十
七
番
一
、
三

千
七
百
五
十
八
番
一
、
三
千
七
百
五
十
九
番
一
の
一
部
、
三
千
七
百
六
十
番
一
、
三
千
七
百
六
十
一

番
二
、
三
千
七
百
六
十
四
番
一
、
三
千
七
百
六
十
五
番
一
、
三
千
七
百
六
十
五
番
二
の
一
部
、
三
千

七
百
六
十
六
番
一
の
一
部
、
三
千
七
百
六
十
六
番
二
、
三
千
七
百
六
十
六
番
三
、
三
千
七
百
六
十
七

番
一
の
一
部
、
三
千
七
百
六
十
七
番
四
の
一
部
、
三
千
七
百
七
十
番
二
、
三
千
七
百
八
十
五
番
一
の

一
部
、
三
千
七
百
八
十
五
番
二
の
一
部
及
び
三
千
七
百
八
十
六
番
一
の
一
部
の
区
域

二　

開
発
許
可
を
受
け
た
者
の
住
所
及
び
氏
名　

山
梨
県
南
都
留
郡
富
士
河
口
湖
町
船
津
千
七
百
番
地

　

富
士
河
口
湖
町
長　

渡
辺
喜
久
男

出　
　

先　
　

機　
　

関

山
梨
県
環
境
保
全
推
進
本
部
規
程
の
一
部
を
改
正
す
る
訓
令
を
次
の
よ
う
に
定
め
る
。

令
和
三
年
五
月
六
日

山
梨
県
知
事　
　

長　
　

崎　
　

幸
太
郎

山
梨
県
環
境
保
全
推
進
本
部
規
程
の
一
部
を
改
正
す
る
訓
令

山
梨
県
環
境
保
全
推
進
本
部
規
程
（
平
成
二
十
七
年
山
梨
県
訓
令
甲
第
十
四
号
）
の
一
部
を
次
の
よ

う
に
改
正
す
る
。

第
三
条
第
二
項
中
「
森
林
環
境
部
長
」
を
「
環
境
・
エ
ネ
ル
ギ
ー
部
長
」
に
改
め
る
。

第
五
条
第
三
項
中
「
森
林
環
境
部
次
長
」
を
「
環
境
・
エ
ネ
ル
ギ
ー
部
次
長
」
に
改
め
る
。

第
七
条
中
「
森
林
環
境
部
森
林
環
境
総
務
課
」
を
「
環
境
・
エ
ネ
ル
ギ
ー
部
環
境
・
エ
ネ
ル
ギ
ー
政

策
課
」
に
改
め
る
。

別
表
第
一
中
「
警
察
本
部
長
」
を
「
警
察
本
部
長　

感
染
症
対
策
統
轄
官
」
に
、
「
知
事
秘
書
監
」

を
「
地
域
ブ
ラ
ン
ド
統
括
官
」
に
、
「
リ
ニ
ア
交
通
局
長
」
を
「
リ
ニ
ア
未
来
創
造
局
長
」
に
、
「
森

林
環
境
部
長
」
を
「
林
政
部
長　

環
境
・
エ
ネ
ル
ギ
ー
部
長
」
に
、
「
会
計
管
理
者　

林
務
長
」
を

「
会
計
管
理
者
」
に
改
め
る
。

別
表
第
二
中
「
知
事
政
策
局
次
長
」
を
「
感
染
症
対
策
統
轄
官
補　

知
事
政
策
局
次
長
」
に
、
「
リ

ニ
ア
交
通
局
次
長
」
を
「
リ
ニ
ア
未
来
創
造
局
次
長
」
に
、
「
森
林
環
境
部
次
長
」
を
「
林
政
部
次
長

　

環
境
・
エ
ネ
ル
ギ
ー
部
次
長
」
に
改
め
る
。

附

則

こ
の
訓
令
は
、
公
布
の
日
か
ら
施
行
す
る
。

公　
　
　

告

◉　

特
定
非
営
利
活
動
法
人
の
設
立
の
認
証
申
請

特
定
非
営
利
活
動
促
進
法
（
平
成
十
年
法
律
第
七
号
）
第
十
条
第
一
項
の
規
定
に
よ
り
、
次
の
と
お

り
特
定
非
営
利
活
動
法
人
の
設
立
の
認
証
申
請
が
あ
っ
た
。
そ
の
関
係
書
類
は
、
山
梨
県
県
民
情
報
セ

ン
タ
ー
に
備
え
置
い
て
縦
覧
に
供
す
る
。

令
和
三
年
五
月
六
日

山
梨
県
知
事　
　

長　
　

崎　
　

幸
太
郎

一　

申
請
の
あ
っ
た
年
月
日　

令
和
三
年
四
月
二
十
二
日

二　

申
請
に
係
る
特
定
非
営
利
活
動
法
人
の
名
称
、
代
表
者
の
氏
名
及
び
主
た
る
事
務
所
の
所
在
地
並

び
に
そ
の
定
款
に
記
載
さ
れ
た
目
的

1　

名
称　

特
定
非
営
利
活
動
法
人
大
志



山
梨
県
公
報
　
　
第
百
八
十
七
号
　
　
令
和
三
年
五
月
六
日

二
二
三

選
挙
管
理
委
員
会

山
梨
県
選
挙
管
理
委
員
会
告
示
第
十
一
号

政
治
資
金
規
正
法
（
昭
和
二
十
三
年
法
律
第
百
九
十
四
号
）
第
六
条
第
一
項
、
第
七
条
、
第
十
七
条

第
一
項
及
び
第
十
九
条
第
三
項
の
規
定
に
よ
る
届
出
が
次
の
と
お
り
あ
っ
た
。

令
和
三
年
五
月
六
日

山
梨
県
選
挙
管
理
委
員
会

委　

員　

長　
　

小　

宮　

山　
　
　
　

博

　

政
治
資
金
規
正
法
第
六
条
第
一
項
第
一
号
に
よ
る
届
出　

政
治
団
体
設
立
届

　

そ
の
他
の
政
治
団
体

　

政
治
資
金
規
正
法
第
七
条
に
よ
る
届
出　

届
出
事
項
の
異
動
届

名　
　

称

代
表
者
氏
名

会
計
責
任
者
氏
名

主
た
る
事
務
所
の
所
在
地

設
立
年
月
日

届
出
年
月
日

遠
山
雄
二
と
峡
東
（
山
梨
市
）
の
魅

力
を
推
進
す
る
会

遠

山

雄

二

遠

山

裕

子

山
梨
市
大
野
一
八
六

令
和
三
年
三
月
二

十
三
日

令
和
三
年
三
月
二

十
三
日

た
な
も
と
晃
行
後
援
会

小

泉

裕

次

平

井

昌

彦

大
月
市
大
月
町
花
咲
一
六
七
七

－

一
一

令
和
三
年
三
月
二

十
九
日

令
和
三
年
四
月
二

日

日
本
共
産
党
・
ぬ
か
の
ぶ
平
後
援
会

山

田

駒

平

矢

崎
　

勉

山
梨
市
上
石
森
三
〇
一

令
和
三
年
四
月
一

日

令
和
三
年
四
月
十

四
日

区
分

名　
　

称

代
表
者
氏
名

会
計
責
任
者
氏
名

主
た
る
事
務
所
の
所
在
地

異
動
年
月
日

届
出
年
月
日

新

日
本
共
産
党
巨
摩
地
区
委
員
会

鈴

木
　

勇

令
和
三
年
三
月

二
十
六
日

令
和
三
年
三
月

二
十
九
日

旧

遠

藤

昭

子

新

自
由
民
主
党
須
玉
支
部

矢

崎

嘉

昭

令
和
三
年
三
月

三
十
一
日

令
和
三
年
三
月

三
十
一
日

旧

村

田

圭

司

新

浩
友
会

神

田

和

三

令
和
三
年
三
月

二
十
四
日

令
和
三
年
三
月

二
十
四
日

旧

山

下

武

人

新

山
梨
県
看
護
連
盟

角
本
十
四
枝

令
和
二
年
六
月

十
三
日

令
和
三
年
三
月

二
十
九
日

旧

丹

澤
　

栄

新

つ
く
し
の
会

保

坂

行

美

北
杜
市
高
根
町
蔵
原
一
四
八
八

令
和
三
年
三
月

二
十
二
日

令
和
三
年
三
月

二
十
九
日

旧

清
水
さ
ゆ
り

北
杜
市
高
根
町
村
山
東
割
七
〇
四

新

山
梨
県
商
工
政
治
連
盟

南
巨
摩
郡
富
士
川
町
舂
米
一
六
八
三

－

一

令
和
三
年
三
月

二
十
四
日

令
和
三
年
三
月

三
十
日

旧

甲
府
市
飯
田
二

－

二

－

一

新

上
條
司
後
援
会

上

條

孝

子

令
和
三
年
一
月

一
日

令
和
三
年
三
月

三
十
一
日

旧

上

條
　

司

新

渡
辺
た
け
の
り
後
援
会

堀
内
あ
け
み

令
和
三
年
三
月

一
日

令
和
三
年
三
月

三
十
一
日

旧

堀

内

伴

二

新

秋
友
会
・
A
F
C

後

藤

三

男

令
和
三
年
三
月

二
十
四
日

令
和
三
年
三
月

三
十
一
日

旧

天

野

一

寛

新

山
梨
県
改
革
協
議
会

川

上
　

章

甲
府
市
相
生
二

－

七

－

一
七　

山
梨
県
労
農
福
祉
セ
ン

タ
ー
内

令
和
三
年
三
月

三
十
一
日

令
和
三
年
四
月

一
日

旧

田
中
甲
子
男

甲
府
市
相
生
一

－

一

－

二
一

新

深
呼
吸
の
で
き
る
山
梨

大
月
市
大
月
三

－

六

－

一
一

令
和
三
年
四
月

一
日

令
和
三
年
四
月

一
日

旧

笛
吹
市
石
和
町
唐
柏
五
三
二

－

B
二
〇
五

新

小
林
ひ
ろ
ゆ
き
後
援
会

大
月
市
大
月
三

－

六

－

一
一

令
和
三
年
四
月

一
日

令
和
三
年
四
月

二
日

旧

笛
吹
市
石
和
町
唐
柏
五
三
二

－

B
二
〇
五

新

創
る
ち
か
ら
・
笑
顔
の
会

輿

石

十

直

令
和
三
年
四
月

一
日

令
和
三
年
四
月

五
日

旧

田

中

一

夫

新

雄
友
会

輿

石

十

直

令
和
三
年
四
月

一
日

令
和
三
年
四
月

五
日

旧

田

中

一

夫

新

明
る
い
民
主
県
政
を
つ
く
る
会

甲
府
市
徳
行
四

－

三

－

一
七

令
和
三
年
四
月

一
日

令
和
三
年
四
月

十
三
日

旧

甲
府
市
朝
日
五

－

七

－

二　

積
善
ビ
ル
二
階



山
梨
県
公
報
　
　
第
百
八
十
七
号
　
　
令
和
三
年
五
月
六
日

二
二
四

　

政
治
資
金
規
正
法
第
十
七
条
第
一
項
に
よ
る
届
出　

政
治
団
体
解
散
届

区
分

名　
　

称

代
表
者
氏
名

会
計
責
任
者
氏
名

主
た
る
事
務
所
の
所
在
地

異
動
年
月
日

届
出
年
月
日

新

日
本
共
産
党
巨
摩
地
区
委
員
会

鈴

木
　

勇

令
和
三
年
三
月

二
十
六
日

令
和
三
年
三
月

二
十
九
日

旧

遠

藤

昭

子

新

自
由
民
主
党
須
玉
支
部

矢

崎

嘉

昭

令
和
三
年
三
月

三
十
一
日

令
和
三
年
三
月

三
十
一
日

旧

村

田

圭

司

新

浩
友
会

神

田

和

三

令
和
三
年
三
月

二
十
四
日

令
和
三
年
三
月

二
十
四
日

旧

山

下

武

人

新

山
梨
県
看
護
連
盟

角
本
十
四
枝

令
和
二
年
六
月

十
三
日

令
和
三
年
三
月

二
十
九
日

旧

丹

澤
　

栄

新

つ
く
し
の
会

保

坂

行

美

北
杜
市
高
根
町
蔵
原
一
四
八
八

令
和
三
年
三
月

二
十
二
日

令
和
三
年
三
月

二
十
九
日

旧

清
水
さ
ゆ
り

北
杜
市
高
根
町
村
山
東
割
七
〇
四

新

山
梨
県
商
工
政
治
連
盟

南
巨
摩
郡
富
士
川
町
舂
米
一
六
八
三

－

一

令
和
三
年
三
月

二
十
四
日

令
和
三
年
三
月

三
十
日

旧

甲
府
市
飯
田
二

－
二

－
一

新

上
條
司
後
援
会

上

條

孝

子

令
和
三
年
一
月

一
日

令
和
三
年
三
月

三
十
一
日

旧

上

條
　

司

新

渡
辺
た
け
の
り
後
援
会

堀
内
あ
け
み

令
和
三
年
三
月

一
日

令
和
三
年
三
月

三
十
一
日

旧

堀

内

伴

二

新

秋
友
会
・
A
F
C

後

藤

三

男

令
和
三
年
三
月

二
十
四
日

令
和
三
年
三
月

三
十
一
日

旧

天

野

一

寛

新

山
梨
県
改
革
協
議
会

川

上
　

章

甲
府
市
相
生
二

－

七

－

一
七　

山
梨
県
労
農
福
祉
セ
ン

タ
ー
内

令
和
三
年
三
月

三
十
一
日

令
和
三
年
四
月

一
日

旧

田
中
甲
子
男

甲
府
市
相
生
一

－

一

－

二
一

新

深
呼
吸
の
で
き
る
山
梨

大
月
市
大
月
三

－

六

－

一
一

令
和
三
年
四
月

一
日

令
和
三
年
四
月

一
日

旧

笛
吹
市
石
和
町
唐
柏
五
三
二

－

B
二
〇
五

新

小
林
ひ
ろ
ゆ
き
後
援
会

大
月
市
大
月
三

－

六

－

一
一

令
和
三
年
四
月

一
日

令
和
三
年
四
月

二
日

旧

笛
吹
市
石
和
町
唐
柏
五
三
二

－

B
二
〇
五

新

創
る
ち
か
ら
・
笑
顔
の
会

輿

石

十

直

令
和
三
年
四
月

一
日

令
和
三
年
四
月

五
日

旧

田

中

一

夫

新

雄
友
会

輿

石

十

直

令
和
三
年
四
月

一
日

令
和
三
年
四
月

五
日

旧

田

中

一

夫

新

明
る
い
民
主
県
政
を
つ
く
る
会

甲
府
市
徳
行
四

－

三

－

一
七

令
和
三
年
四
月

一
日

令
和
三
年
四
月

十
三
日

旧

甲
府
市
朝
日
五

－

七

－

二　

積
善
ビ
ル
二
階

名　
　

称

代
表
者
氏
名

会
計
責
任
者
氏
名

主
た
る
事
務
所
の
所
在
地

解
散
年
月
日

届
出
年
月
日

道
友
会

冨

田

佳

行

角

田

広

徳

甲
府
市
国
母
三

－

一
五

－

二
三

令
和
二
年
十
二
月

三
十
日

令
和
三
年
三
月
二

十
九
日

道
友
ク
ラ
ブ

太

田

道

夫

角

田

広

徳

甲
府
市
国
母
三

－

一
五

－

二
三

令
和
二
年
十
二
月

三
十
日

令
和
三
年
三
月
二

十
九
日

や
ま
な
し
を
前
へ
、
1
0,
0
0
0

人
委
員
会

伊

藤

宗

孝

岩

田
　

昭

甲
府
市
丸
の
内
二

－

一
四

－

一
三　

ダ
イ
タ
ビ
ル
六
階

令
和
三
年
三
月
三

十
日

令
和
三
年
三
月
三

十
日

河
阪
昌
則
後
援
会

河

阪

昌

則

天

野
　

攻

笛
吹
市
石
和
町
河
内
四
七
二

令
和
二
年
十
二
月

三
十
一
日

令
和
三
年
三
月
三

十
一
日

桜
井
を
さ
み
後
援
会

桜

井

格

光

渡

辺
　

実

南
都
留
郡
忍
野
村
内
野
一
八
〇
一

令
和
三
年
三
月
二

十
九
日

令
和
三
年
四
月
十

四
日

江
口
英
雄
後
援
会
（
慈
英
会
）

佐

々

木

勇

岡

部

正

宗

上
野
原
市
上
野
原
二
〇
七
五

令
和
三
年
三
月
三

十
一
日

令
和
三
年
四
月
二

十
日



山
梨
県
公
報
　
　
第
百
八
十
七
号
　
　
令
和
三
年
五
月
六
日

二
二
五

令
和
三
年
五
月
六
日

　

山
梨
県
公
安
委
員
会

委
員
長　
　

武　
　

田　
　

信　
　

彦

名
称
、住
所
及
び
代
表
者
氏

名

運
転
免
許
取
得
者

教
育
に
使
用
す
る

施
設
の
名
称
及
び

所
在
地

運
転
免
許
取
得
者
教
育
の
課

程
の
区
分
及
び
名
称

認
定
年
月
日

一
般
財
団
法
人
山
梨
県
交
通

安
全
協
会
山
梨
自
動
車
学
校

南
ア
ル
プ
ス
市
下
高
砂
八
四

七
番
地

坂
本　

政
彦

山
梨
自
動
車
学
校

南
ア
ル
プ
ス
市
下

高
砂
八
四
七
番
地

規
則
第
一
条
第
三
号
に
掲
げ

る
課
程

高
齢
者
教
育

令
和
三
年
四

月
三
十
日

そ　

の　

他

山
梨
県
労
働
委
員
会
告
示
第
一
号

当
委
員
会
は
、
労
働
関
係
調
整
法
施
行
令
（
昭
和
二
十
一
年
勅
令
第
四
百
七
十
八
号
）
第
四
条
及
び

労
働
委
員
会
規
則
（
昭
和
二
十
四
年
中
央
労
働
委
員
会
規
則
第
一
号
）
第
六
十
八
条
第
一
項
の
規
定
に

よ
り
、
次
の
と
お
り
あ
っ
せ
ん
員
候
補
者
を
告
示
す
る
。

令
和
三
年
五
月
六
日

　

政
治
資
金
規
正
法
第
十
九
条
第
三
項
第
二
号
に
よ
る
届
出　

資
金
管
理
団
体
で
な
く
な
っ
た
旨
の
届

教
育
委
員
会

◉　

使
用
料
の
収
納
事
務
の
委
託

地
方
自
治
法
施
行
令
（
昭
和
二
十
二
年
政
令
第
十
六
号
）
第
百
五
十
八
条
第
一
項
の
規
定
に
よ
り
、

次
の
と
お
り
使
用
料
の
収
納
事
務
を
委
託
し
た
。

令
和
三
年
五
月
六
日

山
梨
県
知
事　
　

長　
　

崎　
　

幸
太
郎

一　

委
託
の
相
手
方　

上
野
原
市
上
野
原
三
千
八
百
三
十
二
番
地　

上
野
原
市

二　

委
託
に
係
る
使
用
料　

山
梨
県
立
ゆ
ず
り
は
ら
青
少
年
自
然
の
里
の
使
用
料

三　

委
託
の
期
間　

令
和
三
年
四
月
一
日
か
ら
令
和
四
年
三
月
三
十
一
日
ま
で

公
安
委
員
会

山
梨
県
公
安
委
員
会
告
示
第
四
十
八
号

道
路
交
通
法
（
昭
和
三
十
五
年
法
律
第
百
五
号
。
以
下
「
法
」
と
い
う
。
）
第
百
八
条
の
三
十
二
の

二
第
一
項
の
規
定
に
よ
り
、
次
の
者
を
認
定
し
た
の
で
、
法
第
百
八
条
の
三
十
二
の
二
第
二
項
及
び
運

転
免
許
取
得
者
教
育
の
認
定
に
関
す
る
規
則
（
平
成
十
二
年
国
家
公
安
委
員
会
規
則
第
四
号
。
以
下

「
規
則
」
と
い
う
。
）
第
六
条
の
規
定
に
基
づ
き
次
の
と
お
り
告
示
す
る
。

名　
　

称

代
表
者
氏
名

会
計
責
任
者
氏
名

主
た
る
事
務
所
の
所
在
地

解
散
年
月
日

届
出
年
月
日

道
友
会

冨

田

佳

行

角

田

広

徳

甲
府
市
国
母
三

－

一
五

－

二
三

令
和
二
年
十
二
月

三
十
日

令
和
三
年
三
月
二

十
九
日

道
友
ク
ラ
ブ

太

田

道

夫

角

田

広

徳

甲
府
市
国
母
三

－

一
五

－

二
三

令
和
二
年
十
二
月

三
十
日

令
和
三
年
三
月
二

十
九
日

や
ま
な
し
を
前
へ
、
1
0,
0
0
0

人
委
員
会

伊

藤

宗

孝

岩

田
　

昭

甲
府
市
丸
の
内
二

－

一
四

－
一
三　

ダ
イ
タ
ビ
ル
六
階

令
和
三
年
三
月
三

十
日

令
和
三
年
三
月
三

十
日

河
阪
昌
則
後
援
会

河

阪

昌

則

天

野
　

攻

笛
吹
市
石
和
町
河
内
四
七
二

令
和
二
年
十
二
月

三
十
一
日

令
和
三
年
三
月
三

十
一
日

桜
井
を
さ
み
後
援
会

桜

井

格

光

渡

辺
　

実

南
都
留
郡
忍
野
村
内
野
一
八
〇
一

令
和
三
年
三
月
二

十
九
日

令
和
三
年
四
月
十

四
日

江
口
英
雄
後
援
会
（
慈
英
会
）

佐

々

木

勇

岡

部

正

宗

上
野
原
市
上
野
原
二
〇
七
五

令
和
三
年
三
月
三

十
一
日

令
和
三
年
四
月
二

十
日

氏
　
　

名

公
職
の
種
類

資
金
管
理
団
体
の
名
称

主
た
る
事
務
所
の
所
在
地

代
表
者
氏
名
　

資
金
管
理
団
体
で
な
く

　

な
っ
た
年
月
日

届
出
年
月
日

棚
本
邦
由

県
議
会
議
員

黎
明
会

大
月
市
大
月
町
花
咲
一
六
七
七

－

一

一

棚

本

邦

由

令
和
二
年
十
二
月
三
十
一

日

令
和
三
年
四
月

二
日



発
行
者
　
　
山
　
梨
　
県
　
　
甲
府
市
丸
の
内
一
丁
目
六
番
一
号
　
　
　
　
　
印
刷
所
　
㈱
サ
ン
ニ
チ
印
刷
　
甲
府
市
北
口
二
丁
目
六
番

山
梨
県
公
報
　
　
第
百
八
十
七
号
　
　
令
和
三
年
五
月
六
日

二
二
六

　

氏　

名

　
　
　
　
　
　
　
　

経　

歴

　

委　

嘱　

年　

月　

日

小
野
正
毅

弁
護
士　

第
四
十
一
・
四
十
二
期
山
梨
県
労
働

委
員
会
会
長
代
理　

第
四
十
三
期
山
梨
県
労
働

委
員
会
会
長

平
成
二
十
七
年
七
月
二
日

堀
内
寿
人

弁
護
士　

第
四
十
三
期
山
梨
県
労
働
委
員
会
会

長
代
理

令
和
元
年
七
月
一
日

赤
池
幸
江

特
定
社
会
保
険
労
務
士　

第
四
十
二
・
四
十
三

期
山
梨
県
労
働
委
員
会
公
益
委
員

平
成
二
十
九
年
七
月
三
日

窪
田
哲
也

公
認
会
計
士　

第
四
十
三
期
山
梨
県
労
働
委
員

会
公
益
委
員

令
和
元
年
七
月
一
日

齋
藤
雅
代

山
梨
学
院
大
学
教
授　

第
四
十
一
・
四
十
二
・

四
十
三
期
山
梨
県
労
働
委
員
会
公
益
委
員

平
成
二
十
七
年
七
月
二
日

萩
原
雄
二

連
合
山
梨
会
長　

第
三
十
七
・
三
十
八
・
三
十

九
・
四
十
・
四
十
一
・
四
十
二
・
四
十
三
期
山

梨
県
労
働
委
員
会
労
働
者
委
員

平
成
十
九
年
七
月
五
日

窪
田
清

連
合
山
梨
事
務
局
長　

第
三
十
九
・
四
十
・
四

十
一
・
四
十
二
・
四
十
三
期
山
梨
県
労
働
委
員

会
労
働
者
委
員

平
成
二
十
三
年
七
月
一
日

杉
原
孝
一

T
D
K
労
働
組
合
甲
府
支
部
長　

第
四
十
三
期

山
梨
県
労
働
委
員
会
労
働
者
委
員

令
和
元
年
七
月
一
日

坪
井
茂

N
T
T
労
働
組
合
東
京
総
支
部
山
梨
県
域
分
会

支
部
長　

第
四
十
二
・
四
十
三
期
山
梨
県
労
働

委
員
会
労
働
者
委
員

平
成
三
十
一
年
一
月
二
十
三
日

宮
下
竜
三

富
士
急
行
労
働
組
合
執
行
委
員
長　

第
四
十
三

期
山
梨
県
労
働
委
員
会
労
働
者
委
員

令
和
元
年
七
月
一
日

小
林
隆
二

山
梨
県
経
営
者
協
会
参
与　

第
三
十
九
・
四
十

・
四
十
一
・
四
十
二
・
四
十
三
期
山
梨
県
労
働

委
員
会
使
用
者
委
員

平
成
二
十
三
年
七
月
一
日

小
俣
精
三

有
限
会
社
小
俣
製
作
所
代
表
取
締
役　

第
四
十

三
期
山
梨
県
労
働
委
員
会
使
用
者
委
員

令
和
元
年
七
月
一
日

栗
山
直
樹

株
式
会
社
栗
山
商
店
代
表
取
締
役
社
長　

第
四

十
二
・
四
十
三
期
山
梨
県
労
働
委
員
会
使
用
者

委
員

平
成
二
十
九
年
七
月
三
日

長
坂
正
彦

株
式
会
社
ワ
イ
・
シ
ー
・
シ
ー
代
表
取
締
役
社

長　

第
四
十
二
・
四
十
三
期
山
梨
県
労
働
委
員

会
使
用
者
委
員

平
成
二
十
九
年
七
月
三
日

古
屋
哲
彦

公
益
財
団
法
人
産
業
雇
用
安
定
セ
ン
タ
ー
山
梨

事
務
所
所
長　

第
四
十
二
・
四
十
三
期
山
梨
県

労
働
委
員
会
使
用
者
委
員

平
成
二
十
九
年
七
月
三
日

渡
辺
真
太
郎

山
梨
県
労
働
委
員
会
事
務
局
長

令
和
三
年
四
月
二
十
一
日

深
澤
恵
子

山
梨
県
労
働
委
員
会
事
務
局
次
長

令
和
三
年
四
月
二
十
一
日

水
上
泰
彦

山
梨
県
労
働
委
員
会
事
務
局
審
査
調
整
指
導
監

令
和
三
年
四
月
二
十
一
日

　
　

山
梨
県
労
働
委
員
会

会　

長　
　

小　
　

野　
　

正　
　

毅

　

氏　

名

　
　
　
　
　
　
　
　

経　

歴

　

委　

嘱　

年　

月　

日

小
野
正
毅

弁
護
士　

第
四
十
一
・
四
十
二
期
山
梨
県
労
働

委
員
会
会
長
代
理　

第
四
十
三
期
山
梨
県
労
働

委
員
会
会
長

平
成
二
十
七
年
七
月
二
日

堀
内
寿
人

弁
護
士　

第
四
十
三
期
山
梨
県
労
働
委
員
会
会

長
代
理

令
和
元
年
七
月
一
日

赤
池
幸
江

特
定
社
会
保
険
労
務
士　

第
四
十
二
・
四
十
三

期
山
梨
県
労
働
委
員
会
公
益
委
員

平
成
二
十
九
年
七
月
三
日

窪
田
哲
也

公
認
会
計
士　

第
四
十
三
期
山
梨
県
労
働
委
員

会
公
益
委
員

令
和
元
年
七
月
一
日

齋
藤
雅
代

山
梨
学
院
大
学
教
授　

第
四
十
一
・
四
十
二
・

四
十
三
期
山
梨
県
労
働
委
員
会
公
益
委
員

平
成
二
十
七
年
七
月
二
日

萩
原
雄
二

連
合
山
梨
会
長　

第
三
十
七
・
三
十
八
・
三
十

九
・
四
十
・
四
十
一
・
四
十
二
・
四
十
三
期
山

梨
県
労
働
委
員
会
労
働
者
委
員

平
成
十
九
年
七
月
五
日

窪
田
清

連
合
山
梨
事
務
局
長　

第
三
十
九
・
四
十
・
四

十
一
・
四
十
二
・
四
十
三
期
山
梨
県
労
働
委
員

会
労
働
者
委
員

平
成
二
十
三
年
七
月
一
日

杉
原
孝
一

T
D
K
労
働
組
合
甲
府
支
部
長　

第
四
十
三
期

山
梨
県
労
働
委
員
会
労
働
者
委
員

令
和
元
年
七
月
一
日

坪
井
茂

N
T
T
労
働
組
合
東
京
総
支
部
山
梨
県
域
分
会

支
部
長　

第
四
十
二
・
四
十
三
期
山
梨
県
労
働

委
員
会
労
働
者
委
員

平
成
三
十
一
年
一
月
二
十
三
日

宮
下
竜
三

富
士
急
行
労
働
組
合
執
行
委
員
長　

第
四
十
三

期
山
梨
県
労
働
委
員
会
労
働
者
委
員

令
和
元
年
七
月
一
日

小
林
隆
二

山
梨
県
経
営
者
協
会
参
与　

第
三
十
九
・
四
十

・
四
十
一
・
四
十
二
・
四
十
三
期
山
梨
県
労
働

委
員
会
使
用
者
委
員

平
成
二
十
三
年
七
月
一
日

小
俣
精
三

有
限
会
社
小
俣
製
作
所
代
表
取
締
役　

第
四
十

三
期
山
梨
県
労
働
委
員
会
使
用
者
委
員

令
和
元
年
七
月
一
日

栗
山
直
樹

株
式
会
社
栗
山
商
店
代
表
取
締
役
社
長　

第
四

十
二
・
四
十
三
期
山
梨
県
労
働
委
員
会
使
用
者

委
員

平
成
二
十
九
年
七
月
三
日

長
坂
正
彦

株
式
会
社
ワ
イ
・
シ
ー
・
シ
ー
代
表
取
締
役
社

長　

第
四
十
二
・
四
十
三
期
山
梨
県
労
働
委
員

会
使
用
者
委
員

平
成
二
十
九
年
七
月
三
日

古
屋
哲
彦

公
益
財
団
法
人
産
業
雇
用
安
定
セ
ン
タ
ー
山
梨

事
務
所
所
長　

第
四
十
二
・
四
十
三
期
山
梨
県

労
働
委
員
会
使
用
者
委
員

平
成
二
十
九
年
七
月
三
日

渡
辺
真
太
郎

山
梨
県
労
働
委
員
会
事
務
局
長

令
和
三
年
四
月
二
十
一
日

深
澤
恵
子

山
梨
県
労
働
委
員
会
事
務
局
次
長

令
和
三
年
四
月
二
十
一
日

水
上
泰
彦

山
梨
県
労
働
委
員
会
事
務
局
審
査
調
整
指
導
監

令
和
三
年
四
月
二
十
一
日


